
企業訪問会員

 

   

硝子用坩堝製造から工業用ヒータ開発へ
当社は 1885年に渡辺貞助・西村徳兵衛が、当

時ガラス工場が多くあった大阪・京橋で耐火煉瓦
およびガラス用坩堝の製造を始め、両者の名前に
ちなんで「貞徳舎」と命名しました。1891年に初
代社長の北村市松が譲り受け、「貞徳舎特種耐火煉
瓦工業所」を創業しました。しだいに電気炉用特
殊耐火煉瓦や断熱煉瓦の製造に移行し、特殊電熱
用碍子開発に成功したことで、異形煉瓦が主要製
造品に移り変わりました。そして特殊耐火煉瓦・
電熱用異形碍子の生産・販売が軌道に乗り、耐火
物製造の専門メーカーとして歩み始めました。

1991年、創業 100年を迎えたことを記念して社
名を「貞徳舎株式会社」に改称しました。とあるパ
ネルヒータ会社からパテントを譲り受けたことを
きっかけに 1994年からは電熱ヒータ業界にも進
出し、これまで培ってきた技術を生かしてさまざ
まな工業用ヒータを開発・販売しています。

ニーズを掴んだPISR型ヒータの開発
当社は高温領域かつ昇降温の激しい過酷な環境
で稼働する電気炉用ヒータの設計・製作を得意と
しています。130年以上培ってきた耐熱・絶縁の
技術を駆使しながら、お客様の用途に合った新製
品の開発を日々行っています。
工業用ヒータは現在最も力を入れている主力製
品です。業界で主流となっているスパイラル加工
を施したヒータは一面に対してコイルを入れる面
積が少なく、輻射熱によりムラができてしまいま
す。私たちはそこに目をつけました。当社の
TELF-PISR型ヒータは帯状発熱体を使用してお
り、断熱材の面積に対して全面に発熱体を敷き詰

めているので非常に均一性に優れています。その
ため被加熱物を満遍なくあたためることができま
す。スリット加工の幅を調節することでお客様の
ニーズに応じた電流・電圧に設計することもでき
ます。また、表面積あたりの電力負荷を大きく取
ることができるため、省スペースで大出力ができ
ることも特長です。

「とことんお付き合いする」をモットーに
当社は完全オーダーメイドで設計から製造まで
を一貫して行い、お客様に製品を提供しています。
お客様の悩み事や課題が解決するまで入念な打ち
合わせをさせていただき、ご要望に応える製品を
つくりあげます。納品後は現場に立ち会い、品質
のチェックやアドバイスも行っています。
安全な設計基準と厳しい品質管理により高品質
な製品を提供することで、20年、30年と継続して
お取引きさせていただいています。また、お客様
に製品を試験していただける設備や部品の確保も
しています。こうしたワントップサービスによっ

てお客様との繋がりを強化しています。
お客様の事業のお役に立てるよう「とことんお
付き合いする」をモットーに、信頼関係を第一に
考え、共に歩んでいけるよう努めています。

従業員全員が輝ける会社づくり　
昨今、若い世代の採用において定着するかどう
かは難しい問題です。転職が当たり前である時代
で、もし当社に縁がなくなったとしても別の場所
で活躍できるようにという面も含め、クレーンや
フォークリフトの資格取得はほぼ全員にすすめて
います。また、溶接は当社のヒータ製造において
重要な技術です。より細かな知識まで習得しても
らうために積極的に外部講習に参加するようにし
ています。従業員には今後もものづくりの力を伸
ばしてほしいと考えています。
一般的に高齢と言われる年代の方を受け入れる
こともあります。例えば、50歳だとしても今は 65
歳まで働けるので 15年あります。即戦力として活
躍してもらえることはありがたいので、年齢を問
わず採用を行っています。在籍している従業員全
員の個性をいかに会社の個性として取り込めるか
が重要だと考えています。

今まで伝承されてきた私たちの製造技術は職人
にしかできない高度な技術が多くあります。一人
前になるために 10年はかかるような技術もあり
ますが、ある程度のスキルがあれば誰が作っても
同じものができることが、製造業の理想型だと考
えています。そこで、先代は断熱材加工の機械化
を進めました。現在は TIG溶接の機械化を検討し
ています。こうした技能伝承の方法は私たちの課
題の一つです。

お客様や地域の皆様に信頼される会社に　
貞徳舎は来年創業 135周年を迎えます。私は

2019年に社長に就任し、周囲の方々に助けられな
がら順調に歩み続けてきました。今後は皆さんに
恩を返せるような取り組みもしていきたいと考え
ています。企業理念にあるようにお客様や地域の
皆様に信頼され、社会に貢献できる会社を目指し
ていきます。当社の技術力で製品の付加価値を高
め、現状に満足することなく今後もより良いサー
ビスを追求しお客様にお届けします。

―貴重なお話をいただき、ありがとうございました

 

ガラス用坩堝や耐火煉瓦の製造からスタートし、創業から130年以上にわたり

耐熱・絶縁の技術を培ってきた貞徳舎株式会社。

現在は、工業用ヒータをメインにお客様に寄り添った製品の提供をしています。

これまでの会社発展の経緯について、代表取締役社長の北村正行氏にお話

を伺いました。

貞徳舎　株式会社

完全オーダーメイドの工業用ヒータを提供

お客様との繋がりを強化し共に歩む

貞徳舎　株式会社
事業内容：工業用電熱ヒータおよび

耐火物の製造・販売
本 社：大阪市鶴見区今津
　　　　　２丁目４番 48号
創 業：1891（明治 24）年
従業員数：45名

代表取締役社長　北村 正行 氏

貞徳舎のヒータ製品

会社ホームページへリンクします
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